
 

 

    
 

 

 成長を振り返る 
校長  緒方 直彦 

柔らかな日差しに少しずつ春の気配が感じられる季節となりました。今年度も残りわずかとなり、

子どもたちの成長を一つひとつ振り返る時期を迎えました。                                                                                        

さて今冬は、全国的にインフルエンザが急増し、東京都内でも患者報告数が警報基準を上回り、

1シーズンで二度警報レベルに達する状況にあります。空気の乾燥や寒さが続く中、感染リスクが

非常に高まっており、手洗い・うがいの励行や適度な加湿、人混みを避けるなど、予防行動の徹底

が求められています。 本校でも、引き続き健康観察の強化と、教室内の換気等に努め、子どもたち

が安心し、健康で学べる環境づくりに努めてまいります。 

なお、子どもたちにおいては、日々、学習等に意欲的に取り組むとともに、お互いを思いやる姿が

多く見られるようになりました。こうした日々の積み重ねは、特別支援教育において何より大切な力

として、一人ひとりの成長につながっています。 年度の締めくくりとなる今月、子どもたちは、できる

ようになったことを自信に変え、新しい学年・学部・社会への期待を胸に過ごしています。 

今月は、特に健康に十分留意しながら、一年間を振り返り、次の学びへの準備を整え、子どもた

ちの健やかな成長を全力で支えてまいります。 

 

 

 

 

 

年度末を迎えて 
副校長  齋藤 直樹 

  まだまだ寒い日が続いておりますが、令和 7年度の学校生活もあともう少しのところになりまし

た。卒業式や終業式までもあとわずかです。今年度もあきる野学園の教育活動へのご理解、ご協

力ありがとうございます。 あきる野学園に通っているお子様においては、この 1年間小学部・中学

部・高等部それぞれの段階で自分の目標に向けて取り組み、成長してきています。 

 この時期学校は大きく二つのことを行っています。一つ目は、今年度一年の振り返りや成長の様

子として個別指導計画をまとめています。個別指導計画はご存じの通り、一人一人の実態や特性

に応じて目標や指導の手だてなどを計画しているものですが、年度末においては成果と課題につ

いて作成しているところです。是非ご覧になり、保護者の皆様と学校とで共有を図りながら、次なる

成長に向けて一緒に取り組んでまいりたいと思います。 

 二つ目は次年度の準備になります。これもまた個別指導計画になりますが、今年度のまとめを受

けて、課題や目標設定等の計画を作成します。また、学級編制やお子様の情報についての引継ぎ

なども行います。この二つのまとめと計画等をしっかりと行うことで 4月から始まる令和 8年度 1

学期の教育活動につなげてまいりたいと思います。                     

令和８年 3 月２日（月） 

第１２号 

学校だより 東京都立あきる野学園 

※東京都教育委員会は 4月 1日付教員人事異動について年度内に公表すること

としています。今年度であきる野学園を去る教員については、公表時期に合わせて学

校からお知らせをいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきる野学園の校内研修 

研修推進部 

今年度あきる野学園では、『自立活動・自立活動指導計画』をテーマに研究を進めてまい

りました。昨年度は、『新☆あきる野プラン』と題して、「何を いつ どのように どれくらい」学

ぶかが分かる教育課程の仕組みについて研究してきました。これはやあきる野学園の学び方

についてまとめた言わば、“大きな枠組み”としての研究になります。一方、『自立活動・自立活

動指導計画』の研究は、児童・生徒一人一人の障害に応じた課題等に対して、指導内容や方

法を検討するための言わば、“個”に焦点を当てた取組になります。 

さて、特別支援学校学習指導要領において、自立活動とは、「個々の児童又は生徒が自立

を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知

識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。」と示されています。

この『障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する』ためには、適切な実

態把握から中心的な課題を導き出し、指導計画を立案・実行することが求めまれます。 

今年度は、この“実態把握から指導計画を立案すること”に焦点を当て、各学部・各学年で

ケースのお子さんを挙げ、自立活動指導計画を作成しました。その際、専門家の先生から実態

把握の視点や中心的な課題にアプローチするための指導内容同士を関連させる方法につい

て、助言をいただきました。次年度は今年度の研修成果を生かし、各教科との関連性を生かし

た実践的な指導内容・方法について研究を積み重ねていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都バスケットボール大会 
B高等部 

2月４日（水）、５日（木）に東京都特体

連バスケットボール大会が行われました。 

本校からは、ディビジョン２の部に８名、フ

レンドリーの部に８名参加しました。どちらも

2試合ずつ行い、ディビジョン２の部は１勝

１敗で、フレンドリーの部は、接戦ながらも２

敗という結果でした。 

京王アリーナという、プロが使うコートで

の試合で、生徒たちも緊張や喜びの中で

頑張りました。 

来年は今年の悔しさをバネに取り組ん

でいきたいと思います。応援ありがとうござ

いました。 

 

 

 

学校 HPはこちら 

ハンドサッカー大会 
A中学部・A高等部 

 2月1４日（土）駒沢オリンピック公園総合

運動場体育館を会場に、東京都肢体不自

由特別支援学校ハンドサッカー大会が行

われました。 

 Ａ部門中学部・高等部の生徒８名が大会

に出場しました。第１試合は永福・新宿・桐

ヶ丘の合同チーム、第2試合は府中けやき

と対戦し、接戦を制して2連勝し、見事決勝

へと駒を進めました。決勝は花畑・水元合

同チームとの対戦、一進一退の手に汗を握

る展開の中、粘り強い守備が相手のミスを

誘発し、勝利することができました。優勝と

いう素晴らしい結果に参加した生徒たちは 

歓喜に沸き、 

大きな達成感を 

得ることが 

できました。 

応援ありがとう 

ございました。 

 

https://akiruno-sh.metro.ed.jp/site/zen/

